
10月19日（土）、能勢分校の文化祭を開催しました。各学年が趣向を
こらし、体育館では歌や劇、クイズ大会。教室では催しを企画。また今年
は生徒による模擬店が解禁され、ベビーカステラやフランクフルト、ポッ
プコーンなどの販売もありました。分校農場の生産物や応援する会の農
産物、PTAの企画、ノセボックス、そして初の試みとして、地域魅力化
クラブが能勢で人気のパン屋さん「薪パン日々」とコラボしたパンの販
売もありました。降雨のため、軽音楽部の演奏が中庭から体育館になる
変更もありましたが、生徒たちは体育館の出演に教室企画、販売にク
ラブ参加と、大忙しながら、文化祭を大いに楽しんでいました。
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2024年文化祭を開催しました

3年生は課題探究GSⅡ、２年生は後期から課題探
究GSⅠに取り組んでいます。GSとはグローカルス
タディーの略で、グローカルとは、グローバルと
ローカルを掛け合わせた造語です。グローバルな視
点を持って、能勢町や豊能地域(ローカル)の課題を
“地域とともに”・“地域のために”課題解決をめ
ざす学びの活動が豊中高校能勢分校の課題探究です。
各系列・学習群の学びの中から自ら課題を発見し、

課題の本質を掘り下げ、チームで協力しながら7月5
日(金)に3年生が課題探究GSⅡの中間発表会を行い、
自分たちが選んだ課題解決への進捗具合を2・3年生
に向けて発表しました。そして、12月20日(金)には、
これまでの探究の集大成となる最終発表会を、淨る
りシアター大ホールにて開催します。
ぜひ皆さんお越しください。

3年生課題探究GSⅡ テーマ

中間発表会のようす

コース テーマ
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芸術文化祭

ゼロカーボン

食農流通
コース

レンゲがハチと能勢を救う？レ
ンゲの花で三方よし！

ドローンの活用方法

里山起業
コース

カメムシによる
能勢町の被害を抑える

古民家再生プロジェクト
～能勢の魅力発信～

対人支援
コース

手話を広めよう

能勢分校生の体力向上

保護者の皆様や、地
域の方々にも多くご来
場いただき、笑顔あふ
れる楽しい文化祭とな
りました。

ホームページをリニュアルしました！

1年生模擬店農場生産物の展示

3年生が『課題探究GSⅡ』 最終発表会を行います

家庭科部制作展示



日程 訪問場所

８月４日 関西国際空港→ニノイアキノ国際空港→アブラ州

５日
アブラ州知事訪問、
国立アブラ大学バンゲッドキャンパス

６日
国立アブラ大学ラガギランキャンパス、
オイスカアブラ研修センター、世界遺産観光

７日
南イロコス州カブガオ市長表敬訪問、
マングローブの植林

８日 ナラの苗木の植林、フェアウェルパーティー

９-10日 アブラ州→マニラ（ショッピング）→関西国際空港

オイスカ研修センター

マニラ

アブラ州 ･

フィリピン

フィリピンスタディツアーに行きました
本プログラムは、公益財団法人オイスカと
の連携、株式会社能勢・豊能まちづくりか
らの寄附金の活用により実施することがで
きました。

８月4日(日)～10日(土)にフィリピン・ルソ
ン島北西部にあるアブラ州へ、２年生５名が7
日間のスタディツアーに行きました。
このプログラムは環境や農業などに関する海

外での学びを、能勢・豊能の地域課題探究につ
なげていく、本校初の取組みです。現地国立大
学との交流や、海や山での植林体験など充実し
たプログラムでした。

帰国して９月11日(水)、スタディーツアーに参加した生徒たちが
このツアーで得た学びを、｢能勢・豊能みらい会議｣の場で、地域の
皆様に報告、発表しました。自分たちが学んできたことを共有でき
た貴重な時間となりました。

１日目は日本からアブラ州への移動(ニノイア
キノ国際空港から専用車で約400km)で１日が終
わりました。２日目はアブラ州知事やフィリピン
の大学生たちに向けて「能勢町」についてプレゼ
ンテーションをしました。国立アブラ大学バン
ゲッドキャンパスで環境交流プログラムと題して
の講義を受講した後、生徒によるダンスやレクリ
エーション等々、現地の高校生・大学生との交流
を楽しみました。翌日の国立アブラ大学ラガギラ
ンキャンパス(メインキャンパス)では、学長の話
や教授による講義を受講後、敷地内にある・竹林
や竹の加工工場の見学をしました。午後はオイス
カ研修センターに戻り、サトウキビから砂糖を製
造する過程の体験を行いました。
プログラム後半は、南イロコス州カブガオ市の

市長を表敬訪問した後、マングローブの植林を行
いました。マングローブの植林が、津波による被
害の防止、海洋生物の豊かな環境、豊かな漁業、
そして水産資源を活かしたまちづくりへつながっ
ていくと学びました。翌日は、森林破壊により、
緑が失われていた山にナラの苗木の植林をオイス
カの研修生たちとともに行いました。最終日は研
修センターにてフェアウェルパーティーが開催さ
れ、大いに盛り上がりました。そして、オイスカ
からスタディーツアーの修了証を授与されました。
とても多くの体験や貴重な経験をしました。こ

の経験が次の学びにつながることでしょう。
マングローブの植林 ナラの苗木の植林

能勢・豊能みらい会議

=  2年生「課題探究GSⅠ」 =
２年生の「課題探究GSⅠ」では、探究活動

を通して仲間と「協働」しながら、様々なこと
に「挑戦」し、自分自身と地域社会の未来を
「創造」する力を習得することを目標にしてい
ます。能勢地域の課題解決に向けた計画を立て、
フィールドワークの手法、集めたデータをもと
にした資料、プレゼンテーションの方法などを
学びます。

【新パンフレットより抜粋】

国立アブラ大学バンゲッドキャンパス



東京大学大学院 教育学研究科
北村 友人 教授

３年間に渡るE-bikeプロジェクトの取組みをご
紹介いただきました。また、先を見通せない社会
に対応していくために、探究的な学びが重要であ
ることや、望ましい未来の姿から逆算して考える
ことの重要性をお話いただきました。本校の生徒
と地域住民が議論を重ね提言したことが社会を動
かしたことなど、１年生にとっては初めて聞く内
容もたくさんです。外部講師による講演は初めて
でしたが、集中して受講していました。

北村友人教授

実りの秋、農場では黒米、ブドウ、クリなどが次々に収穫期を迎えまし
た。それに関連して食農流通コース生（3年生8名、2年生10名）が、様々な
プログラムに取り組みました。また、圃場では冬支度を始めるとともに秋
冬野菜がすくすくと育っています。農場や食農流通コースの活動の様子は、
本校FB(フェイスブック）やインスタグラムでも発信しています。

JA大阪北部「親と子の食農体験学習」

＝JA大阪北部「親と子の食農体験学習」＝

9月14日（土）に小1～中3生とその保護者26名が、農場でブドウ
の収穫や養蜂を体験しました。食農流通コース2･3年生がプログラム
全体を運営し、開会式や体験も指導します。参加者は、ブドウ棚でお
いしそうなブドウを選び、収穫、糖度計測、調整、パック詰めまで行
いました。生徒からブドウ栽培や大阪の農業についての話をクイズを
交えながら聞いた後、養蜂体験へ。面布や帽子などを着用し、内検作
業やミツバチの様子を観察しました。その後、ハチミツがぎっしり詰
まった巣枠を遠心分離器にかけてハチミツを搾り、ガラスビンに詰め、
ラベルを貼りつけました。マイハチミツの完成です。
猛暑の中、昼食をはさんで1日のプログラムでしたが、普段できな

い体験に参加者のみなさんはとても楽しそうに取り組んでいました。

＝農業クラブ全国大会＝

10月26日･27日（土日）に大丸梅田店にて食農流通コース2･3年
生が販売実習を行いました。例年、地下２階食料品売場、エスカレー
ターを降りてすぐの一角に、銀寄グリや黒米、ハチミツ、タマゴなど
の生産物と農場を紹介する展示品を並べ、お客様を迎えます。
初日は、9時前に入店し、生産物の値札貼り、陳列作業をしました。

あわただしく10時の開店を迎えると、今年は大丸梅田店のブログへの
連載投稿の成果もあってか、すぐにお客様が来て下さいました。その
後も来店は途切れず、生徒たちは色々質問を受けながら生産物などを
販売しました。毎年楽しみにしていただいているというお客様もおら
れ、中には、和歌山県から来て下さっている方もおられました。

3年生は昨年の経験を活かし、開店直後からお客様に声掛け、接客と
動きが良く、最初は緊張気味だった2年生も、次第に上手に声掛けや接
客ができるようになりました。実習中はほとんど立ったままでしたが、
その中で生徒の成長する姿や普段見せない器用な姿が見られました。
大丸梅田店のブログは、右記QRコードよりぜひご覧ください。

10月22日･23日（火水）に全国大会が岩手県で開催され、食農流
通コース2年生2名が農業鑑定競技とクラブ員代表者会議に参加しまし
た。農業鑑定競技の入賞はかないませんでしたが、来年に向けて奮起
していました。クラブ員代表者会議は、各府県の代表者と農業に関す
る課題について、生徒同士が活発に議論していました。

大丸梅田店販売実習

大丸梅田店
ブログ

岩手大会のシンボルマーク

＝大丸梅田店にて販売実習＝



ニュージーランドラトビア
ラトビアの首都リガに住むハラルズ

さんは、放課後は音楽学校へ通い、
オーケストラでサックスを演奏してい
ます。また、合唱団にも所属しており、
ラトビアの歌やダンスのフェスティバル
に参加もしています。以前から日本に興味があり、
日本の「小さなものに素晴らしさを見出す」考え
方にラトビアとも共通点を感じているそうです。
日本ではたくさんの人に出会い、自分の視野を広
げたいと考えています。

本校では毎年、海外からの長期・短期留学生の受入れを行っています。
留学生が滞在する家を提供していただくホストファミリー、または、ホストファミリーのサポートや
週末だけ留学生と一緒に出かけるなど、留学生のサポートをしてくれる方を随時募集しています。
興味のある方は、担当者までお気軽にお問い合わせください。

連絡先 ： 豊中高校能勢分校 国際交流担当：田中 or 川嶋

☎ ０７２－７３７－０６６６ toyonaka-noseb-hs@gbox.pref.osaka.lg.jp

留学生ホストファミリー＆サポートメンバー募集

ラトビアとニュージーランドから留学生が来ています

10月16日(水)から11月8日(金)まで、ラトビアからハラルズ・オゾルズさん、ニュージランドからミ
レン・オトゥールさんがAFS短期留学生として能勢分校に来ています。能勢町のホームステイ先から通
学し、1年生と共に学んでいます。約1か月という短い間ですが、能勢分校で多くの経験をして欲しいで
すね。

学校説明会・体験会を行いました

中学生の皆さんを対象に毎年、能勢分校を知ってもらうための分校体験
会や農業授業体験会、そして受験を考えている方にむけた、学校説明会を
行っています。
分校体験会は7月6日、9月7日に行いました。参加した中学生はコン

ピューターデザインについてや、「折り紙」という遊びを考える授業と
いった、高校生が受ける授業を中学生向けにアレンジしたものを体験しま
した。その後、部活動体験を実施しました。中学３年生以外に１・２年生
の参加もあり、能勢分校の高校生たちとの部活動体験を通じて、学校の様
子が分かり、興味関心が高まったとの回答を多くいただきました。
農業授業体験会は8月17日に行われ、分校の農場でブドウや西洋ミツ

バチ、ニワトリなどのようすを観察、飼養管理、農作物の収穫や栽培など
の体験と、農業系列の学習内容の紹介を行いました。実物に触れることで
一層の理解が深まったようでした。
第１回学校説明会は10月26日に実施しました。最終回である第２回説

明会は11月30日に実施予定です。体験会に参加された方であっても、能
勢分校に興味のある方はHPからお申込みください。

能勢分校パンフレット

分校体験会 農業授業体験会

パンフレットをリニュアル
しました！

能勢分校HPもリニュアル
しました！！

ニュージーランド北部のハミルト
ンに住むミレンさんは、日本語を
4年間学んでおり、さらに6歳の頃
からアイリッシュ・ダンスも続け
ています。読書やスタジオジブリ
の映画、おいしい食べ物、音楽、洋服、動物な
どが大好きで、多趣味な一面を持っています。
彼女は日本でたくさんの人と交流したいと考え
ているそうです。


